精神科病院におけるソーシャルワーカーの「役割形成」プロセス : 「違和感のある仕事」と対峙したソーシャルワーカーの問題解決行動 by 岩本 操














The Process of"Role-Makini'of Social Workers in 
Psychiatric Hospitals: 






















SWの大きなストレス要因になっている (Soderfeldet.al 1995 : 639 ; 清水ら 2002:74-




































目されてこなかった (Specht=1991: 98; Johnson&Yanca=2004: 503; 小西2007:
15)。しかし、組織環境は SWの実践に大きく影響し、特に組織（雇用主）の利益と利用
者の利益が相対する状況に直面したとき、強い葛藤とジレンマを経験する。この状況は「分
裂するロイヤリティ」 (Reamer=2001 : 154)、「雇用の二重関係」（柏木2003:108)、「組
織的統制と専門的統制との葛藤」（秋山 2007: 254) など多くの研究者が言及しており、
組織介入の実践技能を身につけなければソーシャルワークの有効性は低下するという指摘
もある (Finch1976: 375 ; Specht= 1991 : 135)。北米では、ソーシャルワークにおける
変化の対象として組織を捉え、組織介入の技能開発が進められている (Patti&Resnick
1972 ; Germain&Gitterman = 2008)。また、ジェネラリスト・ソーシャルワークの初学































































































分析の結果、 34の概念と 5のカテゴリー、 6のサブカテゴリーが生成された。図 1は
結果の全体図（結果図）を示したものである。以下にストーリーラインの要約を示す。なお、



















































































































































































(Germain&Gitterman = 2008) を参照して結果を考察する。
Germainらは組織介入の導入段階として、非公式の情報集めや根回しなど「組織に受
入れやすい雰囲気を導入すること」 (ibid: 197)、「提案を導入するために一番適切な人物
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